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X塗光量警察庁及

―

料

医師による異状死届 出
(医師法21条 )

検案(医師が死因等を判定するために
外表を検査すること)して異状があると認めた
ときに届出義務あり。

死体取扱いの流れ

スクリーニング

(死亡が犯罪による

司法 桟瑚讀刑訴法229条、検視規則5条、6条 )

人の死亡が犯罪に起因するものかどうか

を判断するために、五官の作用により死

体の状況を外表から検査する処分

(立会医師からの事情聴取、家族や発見

者等関係者からの事情聴取、身体等の

撮影及び記録、指紋の採取等を行う。)

警察による死体見分 (行政検

視 )(死体取扱規則4条、6条 )

死因調査、身元確認、遺体の
引渡し等のために、死体の存在、
性質、状態、作用を五官の作用
によつて知覚すること。(必要があ
るときは、医師の立会を求めなけ
ればならない。)

検証 (刑訴法218条、220条 )

実況見分 (犯罪捜査規範104条 )

(刑 訴法 168条、223条 、225条 )

裁判所の発付した鑑定処分許可状

に基づき行うもので、ぢ巳罪捜査のた

めの鑑定に必要な処分としての解剖

その地域内における伝染病、中毒又は災害により死亡し

た疑いのある死体その他死因の明らかでない死体につい

て、その死因を明らかにするための解剖

①監察医制度のある地域
→ 監察医による解剖(死体解剖保存法8条 )

②監察医制度のない地域
→ 遺族の承諾による承諾解剖等

(死体解剖保存法7条 )

犯罪死の疑いが生じた場

合、司法解剖への切替

遺族への死体の引渡し



死因究明推進法案 (仮 称)要綱 (案 )

第一 総則

一 目的 (第 1条関係)

この法律は、我が国において死因究明 (死体 (妊娠4月 以上の死胎を含む。)

について、検旦、検案、解剖その他の方法によりその死亡の原因、推定年月日時

及び場所等を明らかにすることをいう。以下同じ。)の実施に係る体制の充実強

化が喫緊の課題となっていることにかんがみ、死因究明の推進に関する施策につ

いてその在り方を横断的かつ包括的に検討し及びその実施を推進するため、死因

究明の推進について、基本理念並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにする

とともに、死因究明の推進に関する施策の基本となる事項を定め、並びに必要な

体制を整備することにより、死因究明を総合的かつ計画的に推進することを目的

とするものとすること。

二 死因究明の推進に関する基本理念 (第 2条関係)

1 死因究明の推進は、死因究明が死者の生存していた最後の時点における状況

を明らかにするものであることにかんがみ、死者及びその遺族等の権利利益を

踏まえてこれを適切に行うことが生命の尊重と個人の尊厳の保持につながるも

のであるとの基本的認識の下で行われるものとすること。

2 死因究明の推進は、高齢化の進展等の社会情勢の変化を踏まえつつ、人の死

亡が犯罪行為に起因するものであるか否かの判別の適正性の確保、公衆衛生の

向上その他の死因究明に関連する制度の日的の適切な実現に資するよう、行わ

れるものとすること。

三 国の責務 (第 3条関係)

国は、上記二に定める死因究明の推進に関する基本理念 (四において単に「基

本理念」という。)にのつとり、死因究明の推進に関する施策を総合的に策定し、

及び実施する責務を有するものとすること。

四 地方公共団体の責務 (第 4条関係)

地方公共団体は、基本理念にのっとり、死因究明の推進に関し、国との適切

な役割分担を踏まえて、その地方公共団体の地域の状況に応じた施策を策定し、

及び実施する責務を有するものとすること。

五 連携協力 (第 5条関係)

国、地方公共団体、大学、医療機関、関係団体その他の死因究明に関係する者

は、死因究明の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、相互に連携を図りな

がら協力しなければならないものとすること。



第二 死因究明の推進に関する基本方針 (第 6条関係)

一 死因究明の推進に関して、重点的に検討され、及び実施されるべき施策は、

次に掲げるとおりとすること。

① 警察における検視の実施体制の充実

② 医師の検案を行う能力の向上

③ 法医学に係る教育及び研究の拠点の整備

④ 死体の解剖の実施体制の充実

⑤ 死亡時画像診断の活用

二 死因究明の推進に関する施策は、死因究明に係る人材の育成、施設等の整備

及び制度の整備のそれぞれについて、上記一に掲げる施策の総合性を確保 しつ

つ、段階的かつ速やかに講ぜられるものとすること。

第二 死因究明推進計画 (第 7条関係)

一 政府は、死因究明の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

上記第二に定める死因究明の推進に関する基本方針に即し、講ずべき必要な法

制上又は財政上の措置その他の措置を定めた死因究明推進計画を定めなければ

ならないものとすること。

二 内閣総理大臣は、死因究明推進計画につき閣議の決定を求めなければならな

いものとすること。

三 政府は、死因究明推進計画を作成したときは、遅滞なく、これを国会に報告

するとともに、その要旨を公表しなければならないものとすること。

第四 死因究明推進会議

― 設置及び所掌事務 (第 8条関係)

1 内閣府に、特別の機関として、死因究明推進会議 (以下「会議」という。)

を置くものとすること。

2 会議は、次に掲げる事務をつかさどるものとすること。

① 死因究明基本計画の案を作成すること。

② 上記①に掲げるもののほか、死因究明の推進に関する施策に関する重要事

項について審議するとともに、死因究明の推進に関する施策の実施を推進

し、並びにその実施の状況を検証し、評価し、及び監視すること。

二 組織 (第 9条関係)

会議は、会長及び委員20人以内をもつて組織するものとすること。

三 会長 (第 10条関係)

1 会長は、内閣官房長官をもつて充てるものとすること。

2 会長は、会務を総理するものとすること。

3 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理す



るものとすること。

四 委員 (第 11条関係)

1 委員は、次に掲げる者をもつて充てるものとすること。

① 内閣官房長官以外の国務大臣のうちから、内閣総理大臣が指定する者

② 死因究明に関し優れた識見を有する者のうちから、内閣総理大臣が任命す

る者

2 上記 1の②の委員は、非常勤とするものとすること。

五 資料提出の要求等 (第 12条関係)

1 会議は、その所掌事務を遂行するために必要があると認めるときは、関係行

政機関の長に対し、資料の提出、意見の開陳、説明その他必要な協力を求める

ことができるものとすること。

2 会議は、その所掌事務を遂行するために特に必要があると認めるときは、上

記 1に規定する者以外の者に対しても、必要な協力を依頼することができるも

のとすること。

六 会議の運営の在り方 (第 13条関係)

会議の運営については、上記四の 1の②の委員の有する知見が積極的に活用さ

れ、委員の間で充実した意見交換が集中的に行われることとなるよう、配慮され

なければならないものとすること。

七 事務局 (第 14条関係)

1 会議の事務を処理させるため、会議に事務局を置くものとすること。

2 事務局に、事務局長のほか、所要の職員を置くものとすること。

3 事務局長は、会長の命を受けて、局務を掌理するものとすること。

八 政令への委任 (第 15条関係)

その他、会議の組織及び運営に関し必要な事項は、政令で定めるものとするこ

と。

第五 施行期日等

― 施行期日 (附貝J第 1条関係)

この法律は、○○から施行するものとすること。

二 関係法律 (内閣府設置法)の一部改正 (附則第 2条関係)

死因究明推進会議の設置に伴い、内閣府設置法の一部を改正するものとする

こと。

三 この法律の失効 (附則第 3条関係)

この法律は、施行の日から起算して 2年を経過した日に、その効力を失 うも

のとすること。
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す
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。
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と
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踏
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携
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掲
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亡
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第
人
条
　
内
閣
府
に
、
特
別
の
機
関
と
し
て
、
死
因
究
明
推
進
会
議

（以
下

「会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

２
　
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一　
死
因
究
明
基
本
計
画
の
案
を
作
成
す
る
こ
と
。

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
死
因
究
明
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
と
と
も
に
、

死
因
究
明
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
実
施
を
推
進
し
、
並
び
に
そ
の
実
施
の
状
況
を
検
証
し
、
評
価
し
、
及
び
監
視
す
る

，
」
し
こ
。

（組
織
）

第
九
条
　
会
議
は
、
会
長
及
び
委
員
二
十
人
以
内
を
も
つ
て
組
織
す
る
。

（会
長
）

第
十
条
　
会
長
は
、
内
閣
官
房
長
官
を
も
つ
て
充
て
る
。

２
　
会
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

３
　
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（委
員
）

五



エハ

第
十

一
条
　
委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
充
て
る
。

一　
内
閣
官
房
長
官
以
外
の
国
務
大
臣
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
者

一
一　
死
因
究
明
に
関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
者

２
　
前
項
第
二
号
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（資
料
提
出
の
要
求
等
）

第
十
二
条
　
会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、

資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に

対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（会
議
の
運
営
の
在
り
方
）

第
十
二
条
　
会
議
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
第
十

一
条
第

一
項
第
二
号
の
委
員
の
有
す
る
知
見
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
委
員
の

間
で
充
実
し
た
意
見
交
換
が
集
中
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（事
務
局
）



第
十
四
条
　
会
議
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
会
議
に
事
務
局
を
置
く
。

２
　
事
務
局
に
、
事
務
局
長
の
ほ
か
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。

３
　
事
務
局
長
は
、
会
長
の
命
を
受
け
て
、
局
務
を
掌
理
す
る
。

（政
令

へ
の
委
任
）

第
十
五
条
　
こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
○
○
か
ら
施
行
す
る
。

（内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
内
閣
府
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

死
因
究
明
推
進
法

（平
成
二
十
二
年
法
律
第

号
）
が
そ
の
効
力
を
有
す
る
間

一　

死
因
究
明
推
進
計
画

（同
法
第
七
条
第

一
項
に
規
定
す

る
死
因
究
明
推
進
計
画
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

七



ｔ
、

ｆ
ノ

の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

一
一　
死
因
究
明
推
進
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
に
係
る
関

係
行
政
機
関
の
事
務
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

附
則
第
四
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
死
因
究
明
推
進
法
が
そ
の
効
力
を
有
す
る
間
、
同
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
内
閣
府
に
置
か
れ
る
死
因
究
明
推
進
会

議
は
、
本
府
に
置
く
。

（こ
の
法
律
の
失
効
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
は
、
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
。



理
　
由

我
が
国
に
お
い
て
死
因
究
明
の
実
施
に
係
る
体
制
の
充
実
強
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
死
因
究

明
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
そ
の
在
り
方
を
横
断
的
か
つ
包
括
的
に
検
討
し
及
び
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め
、
死
因

究
明
の
推
進
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
死
因
究
明
の
推
進

に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
並
び
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
死
因
究
明
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

九


